
新
資
料

・峨
山
紹
碩
暉
師

の

假
名
法
語
』
に

つ
い
て

田

島

柏

堂

一
 
序
 
(『峨
山
假
名
法
語
』
の
概
要
)

こ
こ
に
紹
介
す
る
新
資
料
の
峨
山
紹
碩
琿
師
 (
一
二
七
六

一
三
六
六
)

の

『
假
名
法
語
』
と
い
う
の
は
、
成
葺
堂
文
庫
 
(お
茶
の
水
圖
書
館
)
 に

襲
藏
さ
れ
て
い
る
古
爲
本
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
爲
本
は
、
同
文
庫
が

現
在
ま
で
未
整
理
で
あ
る
た
め
に
、

一
般
に
未
公
開
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
私
は
、
さ
き
に
峨
山
繹
師
の
史
料
調
査
の
た
め
、
お
茶
の
水
圖

書
館
に
特
に
閲
覧
方
お
願
い
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
未
整
理
の
多
数
書

籍
中
か
ら
、
こ
の
爲
本
を
探
し
出
し
て
頂
ぎ
、
特
別

の
御
配
慮
に
よ

り
、
幸

い
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
來
、

か
つ
全
文
の
爲
眞
撮
影
を
許
さ
れ

た
。
そ
の
後
、

こ
の
本
の
書
冊
形
式
、
構
造
、
内
容
な
ど
に
關
し
て
、

一
々
検
討
す
る
に
、
從
來
の
各
本
と
は
、
そ
の
構
造
、
内
容
な
ど
を
全

然
異
に
す
る
も
の
で
、
新
資
料
の

『峨
山
假
名
法
語
』
で
あ
る
こ
と
が

剣
明
し
た
。
さ
れ
ば
こ
の
新
出
資
料
を
學
界
に
紹
介
し
、
も
つ
て
そ
の

研
究
成
果
に
つ
い
て
救
述
し
た
い
と
思
う
。

そ
も
そ
も

『
峨
山
假
名
法
語
』
は
、
曹
洞
宗
の
総
持
寺
第
二
組
、
峨

山
紹
碩

繹
師
 
(大
現
宗
猷
國
師
)
 が
、
佛
法
を
修
行
す
る
も
の
の
心
構
え

な
ど
に
つ
い
て
、
読
き
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、

い
つ
頃
、

會
下
の
大
衆
に
開
示
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
総
持
寺
佳
山

中
に
お
け
る
提
唱
で
あ
ろ
う
。
筆
録
者
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
繹
師
が

提
唱
さ
れ
た
際
、
門
弟
た
ち
に
よ
つ
て
筆
録
さ
れ
た
も
の
が
、
峨
山
派

の
人
々
の
間
に
、
傳
爲
奪
重
せ
ら
れ
て
ま
た
も

の
で
あ
る
。
「
通
幻
和

爾
喪
記
」
(『
通
幻
績
語
録
』)
 の
面
付
遺
付
嗣
法
小
師
物
件
の
な
か

に
、

普
濟
善
救

(
通
幻
寂
璽
の
法
嗣

・
越
前
揮
林
寺
開
山
、
総
持
寺
十
二
世
。

一
三

四
五
一
四
〇
六
)
 
に
封
し
て
、
「峨
山
法
語
遺
付
」
と
見
え

て
い
る
。

「
喪
記
」
は
、
峨
山
輝
師
の
法
嗣
、
通
幻
寂
璽
 (
丹
波
永
澤
寺
開
山
、
総

持
寺
五
世
、
加
賀
聖
興
寺
開
山
、
越
前
龍
泉
寺
開
山
、
妙
高
庵
開
基
)
 が
入
寂

(明
徳
二
年

〔
一
三
九

一
〕
五
月
五
日
)
 さ
れ
た
直
後
、

五
月
十
二
日
に
筆

録
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
峨
山
琿
師
入
滅
 
(貞
治
五
年

〔
二
二
六
六
〕

十
月
二
十
日
)
 よ
り
二
十
六
年
後
の
記
録
で
あ
る
。
か
く
し
て
通
幻
の

室
中
に
所
藏
さ
れ
て
い
た

『
峨
山
法
語
』
を
滅
後
、
弟
子
の
善
救
に
遺

贈
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

本
書
は
、
随
時
に
提
唱
さ
れ
た
も
の
を
、
門
弟
た
ち
が
筆
録
し
た
も

新
資
料

・
峨

山
翻

碩
輝

師
の

『
假
名
法
語

に
』

つ
い
て
 
(
田

島
)
 

二

一
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新
資
料

・
峨
山
詔
碩
繹
師

の

『
假
名
法
語
』

に
つ
い
て
 
(
田

島
)
 

二

二

の
で
あ
る
か
ら
、
揮
師
の
自
筆
本
は
傳
わ
つ
て
い
な
い
が
、
爲
本
と
し

て
は
、
江
戸
初
期
寛
文
六
年
 
(
一
六
六
〇
)
 尾
張
津
島
の
興
輝
寺
 (愛
知

縣
津
島
市
今
市
場
町
所
在
)
 第
十
三
代
の
愚
月
轟
光
 
(延
寳
四
年

〔
一
六
七

六
〕
十
二
月
五
日
寂
)
 が
傳
爲
し
て
、
総
持
寺
に
寄
進
し
た
漢
文
髄
の
法

語
が
傳
來
し
て
い
る
。
こ
れ
は
石
川
縣
の
小
間
廉
氏
が
所
藏
さ
れ
て
い

(1
)

る
。

こ
の
他
、
東
京
海
藏
寺
所
藏
の
爲
本
が
あ
り
、
ま
た

『假
名
見
性

抄
』
(内
容
は
、
『
永
平
開
山
道
元
大
和
爾
假
名
法
語
』
と
同
じ
)
と

い
う
爲

本
に
も
、
輝
師
の
法
語
が
付
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
爲
本
は
、
駒
澤

(
2
)

大
學
圖
書

館

(別
名

『自
見
集
』
、寛
永
年
間
〔
一
六
二
四

一
六
四
三
〕
爲
)
、

高
野
山
金
剛
三
昧
院
 
(享
緑
三
年

〔
一
五
三
〇
〕
教
順
爲
)
、
尊
経
閣
文
庫

(『前
越
州
永
平
開
山
假
名
見
性
抄
』
、妙
超
爲
、
大
超
法
語
の
前
に
付
す
)
 に

襲
藏
さ
れ
て
お
る
。
な
お
宮
内
聴
書
陵
部

(『
道
元
輝
師
法
語
』
片
玉
集

一

四
所
牧
)
、
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
、
金
澤
市
立
圖
書
館
 
(稼
堂
文
庫
)
、

高
野
山
三
寳
院
な
ど
に
も
藏
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
蛾
山
派
の
門
流
の
間
に
傳
爲
さ
れ
、
久
し
く
室
中
に
藏
さ

れ
て
き
た
た
め
に
、
世
に
流
布
し
な
か
つ
た
が
、
輝
師
滅
後
二
百
九
十

二
年
、
す

な
わ
ち
明
暦
三
年
 
(
一
六
五
七
)
 に
、
初
め

て
輝
師

の
法
語

二
篇
が
、

『永
平
開
山
道
元
大
和
爾
假
名
法
語
』
(二
巻

幅
井
大
學
圖
書

館

東
京
山
田
忠
雄
氏
藏
)
 下
巻
に
、
付
載
上
梓
さ
れ
た
。

そ
れ
よ
り
二

年
後
、

萬
治
二
年
九
月
に
再
版
 
(
一
巻
・
東
都
書
林
須
原
茂
兵
衛
、
皇
都
書

林
勝
村
治
右
衛
門
刊

・
田
島
柏
堂
藏
)
 さ
れ
た
。

こ
の
萬
治
版

は
、
そ
の

後
、

刊
行
者
名
を
創
除
し
重
刻

し
て
い
る
 
(駒
澤
大
學
圖
書
館
藏
)
。
吹

に
元
緑
四
年
 (
一
六
九
一
)
 十
二
月
、
梅
峰
竺
信
が
、
『諸
嶽
開
山
二
祀
揮

(3
)

師
行
録
』
(芳
春
院
鳳
山
慧
丹
編
)
 に
付
載
し
て
刊

行

し
た
。

そ
の
後
の

刊
行
を
見
る
に
、
明
治
六
年

二
月

(桂
巖
蹟
、
小
型
本
、
萬
治
版
に
同
じ
、

梅
村
翠
山
居
士
校
正
、
刊
・
永
久
岳
水
氏
藏
)
、
明
治
十
五
年

(萬
治
版
に
同

じ
、
東
京
協
信
社
刊
・
駒
澤
大
學
圖
書
館
藏
)
、
明
治

二
十
八
年
に
は
、
『揮

門
法
語
集
』
(東
京
光
融
館
刊
)
中
巻
に
、
明
治
三
十
五
年

『峨

山
暉
師

行
實
』
(東
京
鴻
盟
社
冊
)
の
末
尾
に
、
ま
た
明
治
四
十
西
年
二
月
、
『揮

宗
聖
典
』
(來
馬
琢
道
編
、
東
京
無
我
山
房
刊
・
昭
和
三
十
七
年
十

一
月

〔四

+
八
版
〕
京
都
平
樂
寺
書
店
刊
)
、
大
正
元
年
十

一
月

『
繹
學
大
系
』
組
録

部
第
五
巻
の
中
に
、
さ
ら
に
同
九
年
に
は
、
『峨
山
繹
師
行
實
』
(伊
藤

道
海

・
山
田
露
林
著
、
繹
師
五
百
五
十
同
遠
忌
記
念
出
版
、
東
京
玄
黄
社
刊
)

に
付
載
さ
れ
、
次
い
で
翌
十
年
に
は
、
『嶽
舗
騨
門
法
語
集
』
(東
京
光
融

館
刊
)
中
巻
に
、
昭
和
十
年
に
は
、
『輝
門
曹
洞
法
語
全
集
』
(永
久
岳
水

編
、
東
京
中
央
佛
敢
社
刊
)
坤
巻
の
中
に
、
同
十
三
年
に
は
、
『
曹
洞
宗
全

書
』
法
語
部
に
そ
れ
ぞ
れ
編
入
さ
れ
、
ま
す
ま
す
そ
の
流
傳
を
ひ
ろ
く

し
た
。
さ
ら
に
昭
和
二
十
九
年
に
は
、
舞
鶴
桂
林
寺
布
教
部
よ
り
刊
行

(萬
治
版
に
よ
る
)
 さ
れ
、
ま
た
昨
四
十
年
三
月
、
暉
師
の
六
百
同
大
遠

忌
記
念
に
出
し
た
拙
著

『端
醗
峨
山
紹
碩
輝
師
』
(東
京
大
法
輪
閣
刊
)
 の

付
録
に
牧
載
し
て
刊
行
し
た
。

つ
ま
り
明
暦
以
來
、
今
日
に
至
る
ま
で

に
、
十
八
同
以
上
に
わ
た
つ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
右
の
中
、
大
正
九

年

『
行
實
』
に
牧
載
さ
れ
た

『
法
語
』
は
、
山

田
霊
林
博
士
に
よ
り
三

篇
に
編
集
さ
れ
、
そ
の
最
初
の

一
篇
は
、
東
京
海
藏
寺
所
藏
の
爲
本
か
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ら
、
こ
の
と
き
新
た
に
牧
録
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を

「
甘
露
白
法
語
」

と
題
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
從
來
の
法
語
二
篇
を
牧
め
、
前
者
を

「
學

道
の
用
心
」
、
後
者
を
(「軍
直
不
疑
の
性
」
と
題
名
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に

脚
註
が
施
し
て
あ
る
。
こ
の
本
と
私
の
冊
行
し
た
本
と
の
二
本
を
除
く

他
の
流
布
本
は
、
す
べ
て
後
の
方
の
二
篇
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
小
間
氏
所
藏
の
爲
本
は
、
最
後
の

一
篇
の
み
が
、
漢
文
髄
に
て
記

さ
れ
て

い
る
。
各
本
の
關
係
は
、
だ
い
た
い
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。

つ
ま
り
右
の
ご
と
き
内
容
に
よ
る

一
篇
ま
た
は
二
篇
と
三
篇
に
編
集
し

た
三
つ
の
系
列
の
本
が
、
傳
來
し
て
い
る
課
で
あ
る
。
な
お
爲
本
と
流

布
本
と
を
比
較
封
照
す
る
に
、
門
流
の
間
に
傳
爲
し
て
き
た
た
め
か
、

傳
爲
の
間
に
脱
誤
を
生
む
、
字
句
の
上
に
著

し
い
相
違
が
見
出
さ

れ

る
。
文
騰
も
和
文
の
ほ
か
に
、
漢
文
あ
る
い
は
漢
文
の
書
き
く
だ
し
文

に
し
た
も
の
な
ど
が
存
す
る
。

二
 

成
篭
堂
文
庫
本
の
書
冊
形
式

さ
て

こ
こ
に
新
た
に
紹
介
す
る
成
簑
堂
文
庫
所
藏
の

『
峨
山
假
名
法

語
』
の
書
冊
形
式
は
、

一
冊
、
袋
綴
本
、
寸
法
は
縦
二
十
三

・
五
糎
、

横
十
六
糎
で
あ
る
。
表
、
後
表
紙
は
、
共
に
室
色
で
あ
り
、
筆
爲
當
時

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
題
籏
は
、
「
峨
山
和
尚
法
語

全
」
と
あ
る
。

恐
ら
く
本
文
の
筆
者
と
同

一
人
の
筆
と
思
わ
れ
る
。
遊
び
紙
の
右
上
の

方
に
、

「喩
天
寧
公
用
」
と
書
し
、
左
方
に
、
「
天
寧
寺
」
の
黒
印
が
押

し
て
あ
る
。
そ
こ
で
天
寧
寺
に
つ
い
て
調
査
す
る
に
、

こ
れ
は
京
都

の

紫
金
山
天
寧
寺
 (
京
都
府
天
田
郡
上
川
口
村
所
在
)
 の
こ
と
で
あ
つ
て
、
同

寺
は
臨
濟
宗
に
囑
し
、
貞
治
四
年
 
(
二
二
六
五
)
 那
珂
宗
泰
の
開
基
で
、

愚
中
周
及

(佛
徳
大
通
輝
師

二
三
一三

一
四
〇
九
)
 が
開
山
祀
と
な

り
、

の
ち
足
利
義
持
の
所
願
所
と
な
つ
た
寺
院

で
あ
る
。
現
在
、
大
東

急
文
庫
に
は
、
『金
山
天
寧
寺
諸
同
向
集
』
(
鷹
永
抄
本
)
、
『
金
山
天
寧

繹
寺
諸
同
向
井
疏
榜
』
(文
明
抄
本
)
 の
ご
と
き
、
室
町
期
の
爲
本
お
よ

び
成
簑
堂
文
庫
本
の
本
書
と
同
様
の
寺
名
黒
印
、

ま
た
は
墨
書
の
あ
る

『
繹
林
類
聚
』
・
『輝
宗
永
嘉
集
』
な
ど
の
五
山
版

が
襲
藏
さ

れ
て
い

る
。
か
よ
う
な
黙
よ
り
す
れ
ば
、
本
書
も
天
寧
寺
に
古
く
か
ら
置
か
れ

て
い
た
こ
と
が
推
考
さ
れ
る
。
次
に
本
文
は
、

行
数
片
面
九
行
書
き
に

し
て
、

一
行
約
十
六
字
か
ら
二
十
九
字
よ
り
成

つ
て
お
り
、
上
端
 
(二

糎
)
・
下
端
 
(
一
糎

共
、
室
白
に
し
て
あ
る
。
紙
数
は
、
表
、
後
表
紙
を

除
い
て
全
部
で
四
十
七
枚
で
、
雁
皮
紙
に
謄
爲

さ
れ
て
い
る
。
本
文
は

全
篇
和
漢
混
瀟
の
ス
タ
イ
ル
で
片
假
名
に
て
謄
爲
し
、
全
文
濁
鮎
は
付

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
全
艦
と
し
て
は
、
漢
文

の
返
り
貼
も
付
け
ら
れ

て
い
な
い
。
た
だ
し
三
十
鯨
箇
所
に
わ
た
つ
て
返
り
鮎
、
邊
り
假
名
が

(4
)

付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
振
假
名
は
、
四
箇
所
に
付
け
ら
れ
て
い
る
の
み

み
せ
け
ち

で
あ
る
。
見
消
が
七
箇
所
に
存
す
る
。
句
讃
鮎
が
朱
で
書
か
れ
、
ま
た

人
名

・
國
名
の
眞
中
に
朱
線
が
引
い
て
あ
り
、

古
則
 
(公
案
と
も
い
い
、

佛
租
の
言
句
)
 の
上
方
に
は
、
朱
で
〇
が
十
四
箇
所

に
存
す
る
。
全
紙

の
中
、
轟
損
、
し
み
は
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
程
度
に
て
、
保
存
が
よ
く

行
届
い
て
い
る
。

三
 
文
庫
本
の
構
造

・
内
容

新
資
料

・
峨
山
詔

碩
輝
師

の

『
假
名
法
語
』

に
つ
い
て
 
(
田

島
)
 

二
三
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新
資
料

・
峨
山
詔
碩
琿
師

の

『
假
名
法
語
』
に

つ
い
て
 
(
田

島
)
 

二
四

文
庫
本

の
構
造

・
内
容
は
、
三
篇
よ
り
成

り
、
第

一
篇
は
、
隔峨
山

和
爪何
法
語
 
(第

一
丁
表
よ
り
第
八
丁
裏
ま
で
)
、
第
二
篇
は
、
無
題
名

の

法
語
 
(第
九
丁
表
よ
り
第
二
十
五
丁
表
ま
で
)
 第
三
篇
は
、
「峨

山
和
爾

過

眼
集
」
(
第
二
十
六
丁
表
よ
り
第
四
十
七
丁
表
ま
で
)
 の
三
つ
が
蒐
集

さ
れ

て
い
て
、

い
わ
ゆ
る

「峨
山
暉
師
假
名
法
語
集
」
と
も
名
つ
く
べ
き
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
を
從
來
の
各
爲
本

・
刊
本
と
比
較
す
る
に
、
こ
れ
ら

と
は
全
文

異
に
し
、
全
く
別
の

「法
語
」
で
あ
つ
て
、
い
ま
ま
で
に
流

布
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
前
記
い
ず
れ
の
系
列
に
も
疑
し

な
い
、別

の
傳
承
に
よ
る
爲
本
で
あ
る
こ
と
が
到
る
。
そ
の
文
膿
、
思
想

内
容
な
ど
は
、
他
の
各
爲
本

・
刊
本
と
傾
向
を
同
じ
う
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
 
一
見
し
て
看
取
で
き
る
。
從
つ
て
本
書
は
、
峨
山
輝
師
の

思
想

・
輝
風
な
ど
が
、
平
易
に
し
か
も
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
風

格
が
文
章

の
上
に
躍
動
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
曹
洞
宗
門
に
と
つ
て
、

ま
こ
と
に
珍
し
い
貴
重
な
爲
本

で
あ
る
。
次
に
右
の
三
篇
に
つ
い
て
の

内
容
の
概
略
を
述
べ
れ
ば
、
第

一
篇

の

「
峨
山
和
爾
法
語

」
に
は
、

「
一
輪
孤
月
照
徹
乾
坤
」
の
語
に
初
ま
り
、
五
家
七
宗
 
(臨
濟

曹
洞
。

雲
門

・
薦
仰

法
眼
と
黄
龍

楊
岐
)
、
五
位

(正
中
來

・
正
中
偏

偏
中
正

(5
)

正
中
來
・
兼
中
至
・
兼
中
到
)
、
坐
輝
 
(輝
戒
一
如
)
 な
ど

に
、つ
い
て
、
要

領
よ
く
説
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
篇
の
無
題
名
の
法
語
は
、
ま
ず

「
如

何
是
坐
輝
底
」
の
語
に
初
ま

つ
て
、
「
趙
州
因
僧
問
、
碁
逢

敵
手
不
藏

行
時
如
何
」
の
句
の
註
繹
で
終

つ
て
い
る
。
こ
の
篇
は
、

つ
ま
り
古
則

の
文
意
を
解
繹
し
た
註
疏
で
あ
る
。
從
來
、
圭
と
し
て
室
町
中
期
頃
か

ら
、
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
、
輝
僧

お
よ
び

學
者
が
、
漢
籍

・
佛
書

(特
に
潭
宗
關
係
の
『
碧
巖
集
』
・
『臨
濟
録
』
等
)
 な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の

し
よ
う
も
の

宗
義

・
文
意
を
解
繹
し
た
註
疏
を

「
抄
物
」
と
構
し
て
い
る
が
、
本
篇

は
、

こ
の
抄
物
に
該
當
し
て
い
る
。
當
時
、
繹
僧

の
間
に
は
、
佛
書

・

漢
籍
の
講
莚
を
開
き
、
訓
詰
註
繹
を
書
き
著
わ
し
て
、
後
進
の
繹
徒
を

教
導
す
る
こ
と
が
、
絶
え
ず
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
れ

(6
)

ら
は
、
各
々
門
戸
を
張
り
、
師
弟
に
授
受
す
る
風
習
が
あ

つ
た
。
さ
れ

ば
抄
物
は
、
室
町
時
代
の
言
語
研
究
資
料
と
し
て
、
國
語
學
上
貴
重
な

も
の
と
な
つ
て
い
る
。

一
般
に
抄
物

と
い
え
ば
、
「
…
…
ゾ
」
と
い
う

到
断
の
形
が
す
ぐ
聯
想
さ
れ
る
が
、

こ
の

「
ゾ
」
式
の
他
に
、
「
ナ
リ
」

式
、
「
ゾ
」
と

「
ナ
リ
」
混
式
、
ま
れ
に

「
ダ
」
式
が
あ
る
。
「
ゾ
」
・

ナ
リ
」
の
匠
別
は
、
必
ず
し
も
文
語
調

・
口
語
調
の
し
る
べ
と
は
な

ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
文
語
的

「
ナ
リ
」
髄
か
、

口
語
的

「ゾ
」
髄
か
、
そ
の
決
定
基
準
が
甚
だ
複
雑
の
よ
う
で
あ
る
。
抄
物
の

指
定
癬
は
、
か
よ
う
に

「ゾ
」
・
「
ナ
リ
」
・
「ダ
」
の
い
ず
れ
か
を
軍
猫

(7
)

に
、
あ
る
い
は

「ゾ
」
・
「ナ
リ
」
の
二
つ
を
合

わ
せ
用
い
て
い
る
が
、

本
篇
は
、
最
後
の

「ゾ
」
・
「ナ
リ
」
の
爾
髄
を
混
合
し
た
講
義
髄
を
な

し
て
い
る
。

そ
こ
で
洞
門
關
係
の
抄
物
に
は
、
從
來
ど
ん
な
も
の
が
傳
わ
つ
て
い

る
か
を
調
査
す
る
に
、
『
人
天
眼
目
川
僧
抄
』
(三
巻
・
抄
者
は
川
僧
慧
濟
、

文
安
元
年
よ
り
享
徳
四
年
頃
ま
で
に
成
立
、
爲
本
、
足
利
學
校
遺
蹟
圖
書
館
藏
)

「輝
宗
無
門
關
砂
」
(
二
巻

・
抄
者

・
成
立
年
代
は
不
明
、
元
和
八
年
古
活
字

-478-



版
、

東
京
大
學
國
語

研
究

室
藏
)
。
『
巨

海

代

砂
』

(
二
巻

・
天
正
末
よ
り
慶
長

頃
ま

で
に
成
立
、

承
鷹

二
年
刊
、

駒
澤
大
學
圖
書
館

藏
)
、
『
大
淵

代

砂

』

(
八

巻

・
元
和
七
年

よ
り
寛
永
十
二
年

の
間

に
成

立
、
慶
安

二
年
刊
、

駒
澤

大

學

圖

書
館
藏
)
、
『
大

淵

和

爾

再
吟

』

(
三
巻

・
代
砂

と
前
後

し
て
の
成
立
か
、
萬
治

二
年
刊
、

駒
澤
大
學
圖
書
館

・
龍
谷
大
學
圖
書
館
藏
)
、
『
高

國

代

紗
』
(
六
巻

(8
)

承
慮
か
慶

安
末
頃

の
成
立
、

萬
治
四
年

刊
、
駒
澤
大
學
圖
書
館
藏
)
、
『
臨

濟

録

砂

』

(
四
巻

・
抄
者

は
萬
安
英
種
、

元
和
八
年
頃

よ
り
寛

永
八
年

頃

ま

で

に
成

立
、

寛

永
九
年
刊
、

駒
澤
大
學
圖
書
館
藏
)
、
『
麟
四

部

録

砂

』
(
一
巻

・
抄
者

は
萬
安
英
種
、
元
和

八
年
頃

よ
り
寛
永
九
年

ま
で
に
成
立
、
寛
永
十
年

刊
、
駒

澤

大
學
圖
書
館

・
積
翠
文
庫
藏
、

正
保
二
年
刊
、
駒
澤
大

學
圖

書
館

藏
、

正
保

四

年

刊
、

永
久
岳
水
氏
藏
、

慶
安
元
年
刊
、
駒

澤
大
學
圖

書
館

・
田
島

柏

堂

藏
、

(
9
)

明
和
七
年
刊
、
駒
澤
大
學
圖
書
館
藏
)
 な
ど
が
あ
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
、

本
篇
す
な
わ
ち
こ
の
峨
山
繹
師
の
抄
物
は
、
洞
門
抄
物
の
中
で
、最
古
の

も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
て
私
は
、
無
題
名
の
こ
の

一
篇

の
法
語
を
、
從
來

の
洞
門
抄
物
の
名
に
な
ら
つ
て
、
こ
こ
に

「峨
山

和
省
砂
」
と
命
名
し
た
い
と
思
う
。
な
お
こ
の

「峨
山
和
荷
紗
」
は
、

今
日
傳

わ
つ
て
い
る
洞
門
以
外

の
抄
物
 
(爲
本

刊
本
合
わ
せ
て
約
敷
十

(
1
0
)

種
存
し
て
い
る
)
 の
中
で
も
、
恐
ら
く
古
い
も
の
の

一
つ
に
属
す
る
の

で
は
な

い
か
と
思
う
。
最
後
に
第
三
篇
の

「峨
山
和
尚
過
眼
集
」
は
、

「
夢
裡
明
々
六
種
在
」
の
語
に
初
ま
り
、
「句
裡
ノ
宗

ハ
、
百
雑
砕
、

宗
中
ノ
的

ハ
、
中
閉
全
端
的
、
不
可
開

口
、
ト
云
云
」
で
終

つ
て
い

る
。
次

に
紙
数
に
つ
い
て
み
る
に
、

こ
の
篇
は
二
十
二
枚
で
、
第

一
篇

(
八
枚
)
・
第
二
魑扁
 (十
七
枚
)
 に
比
べ
、
枚
齢外
が

一
番
多

い
。
本
文

の

割
註
に

「
又
別
本
云
、
倒
却
門
前
刹
竿
」
(三
十
二
丁
表
)
 と
記
さ

れ
て

い
る
か
ら
、
他
の
本
と
校
合
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
本
文

の
中

に

は
、
「山
和
尚
僧

二問
云
」
、
「僧
問
、
山
和
尚
云
」
、
「
山
和
荷
説
破
云
」

「
通
幻
答
云
」
、
「大
源
云
」
、
「
山
有
時
間
洞
谷
」
、
「洞
谷
下
語
云
」
な

ど
の
語
が
見
え
、
ま
た
あ
る
僧
と
明
峰
素
哲
 
(峨
山
輝
師
の
法
兄
)
 と
の

問
答
に
封
し
、
峨
山
繹
師
の
代
語
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
本

篇
は
、
螢
山
琿
師
と
峨
山
琿
師
お
よ
び
峨
山
繹
師
と
そ
の
會
下

の
人
た

あ

ぎ
よ

ち
と
の
輝
問
答
、
あ
る
い
は
下
語
 (輝
凋
特
の
寸
評
)
 な
ど
を
集
録
し
た

い
わ
ゆ
る
問
答
髄
の
法
語
で
あ
る
。
「過
眼
集
」
と
は
、
恐

ら
く
峨
山

琿
師
に
よ

つ
て
心
の
眼
を
開
い
た
人
た
ち
の
問
答
集
と
い
う
意
味
で
、

輝
師
の
門
人
ま
た
は
後
の
編
者
に
よ
つ
て
、
か
く
命
名
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
な
お

「永
平
老
師
云
」
、
「永
平
開
山
云
」
、
「
永
平
高
祀
」
云

々
と
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
お
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、
峨
山
輝
師

が
本
師
螢
山
輝
師
を
と
お
し
て
、
道
元
暉
師
の
遺
風
を
い
か
に
追
慕
さ

(1
1
)

れ
て
い
た
か
が
窺

い
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
注
目
す

べ
き
鮎

は
、
「
康
安

メ

バ
ク

ニ
年
、
十
月
日
請
釜
云
」
云
々
 (四
十
四
丁
裏
)
 と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
康
安

二
年
 
(九
月
廿
三
日
、
貞
治
と
改
元

南
朝
正
平
十
七
年

一
三
六
二
)
 と
い
え
ば
、
輝
師
は
、
能
登
総
持
寺
に
佳
山
し
て
お
ら
れ
、

八
十
七
歳
の
高
齢
で
あ
り
、
こ
の
と
き
に
お
け
る
請
釜
の
言
葉
を
記
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
釧
る
。
思
う
に
こ
の
年
二
月
九

日
に
は
、
「
総

持
寺
未
來
佳
持
職
補
任
」
の
制
規
を
定
め
ら
れ
て
お
り
、
再
度
永
光
寺

新
資
料

・
峨
山
翻
碩
灘
師

の

『
假
名
法
語
』

に

つ
い
て
 
(
田

島
)
 

二
五
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新
資
料

・
峨
山
詔
碩
灘
師

の

『
偶
名
法
語
』

に
つ
い
て
 
(
田

島
)
 

二
六

に
進
住

さ
れ
た
前
年
で
あ
り
、
輝
師

入
滅
 
(九
十
一
歳
寂
)
 よ
り
、
四

年
前
に
該
當

し
て
い
る
。
右
の
紀
年
、
内
容
な
ど
よ
り
察
す
る
に
、

輝
師
の
境
涯
の
圓
熟
し
き
つ
た
晩
年
時
代
の
法
語
が
う
集
録
さ
れ
て
い

r
る
よ
う

に
推
考
さ
れ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
第
三
篇
は
、
特
に
峨
山
暉
師
と

そ
の
周
邊
の
人
た
ち
と
の
出
會
い
や
、
道
元

螢
山

峨
山
の
思
想
的

系
譜
な
ど
を
知
悉
す
る
こ
と
が
出
來
、
第

一
篇

・
第
二
篇
と
同
様
に
、

輝
師
の
性
格

・
思
想

・
繹
風
な
ど
を
基
礎
づ
け

る
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。四

 
書
爲
年
代
と
筆
者

そ
れ
で
は
、
書
爲
の
年
代
お
よ
び
筆
者
は
誰
で
あ
る
か
と
い
う
に
、

左
の
奥
香
 (
四
十
七
丁
表
)
 が
見
え
て
い
る
。

長
四
庚
辰
霜
月
二
十
有
三
於
白
雲
寺
奉
書
爲
之

七
世
法
孫
嗣
祀
比
丘
輝
林
拝
謄

と
あ

る
。
こ
の
識
語
に
よ
つ
て
、
室
町
中
期
、
長
緑

四
年
 
(
十
二
月

二
十

一
日
寛
正
と
改
元

・
一
四
六
〇
)
 陰
暦
十

一
月
二
十

三
日
、
白
雲
寺

に
お
い
て
書
爲
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
序

の
と
こ
ろ
で
述
べ

た

通
幻
和
尚
喪
記
」
の
峨
山
法
語
遺
付
の
記
録
よ
り
七
十
年
後
、

ま

た
峨
山
輝
師
入
滅
よ
り
九
十
五
年
後
に
該
當
す
る
。
次
い
で
筆
爲
し
た

場
所
の
白
雲
寺
の
所
在
に
つ
い
て
調
査
し
た
が
、

い
ま
の
と
こ
ろ
不
明

で
あ
る
。
書
爲
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
輝
師
よ
り
七
世
の
法
孫

で
あ
る

輝
林
和
省

で
あ
る
こ
と
が
剣
る
。
從

つ
て
こ
の
和
尚
が
、
峨
山
派
の
人

で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、
白
雲
寺
の
佳
持
で
あ
る
か
、
修
行
僧
で
あ

る
か
、
ま
た
い
か
な
る
地
位
の
人
物
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
全
く
不
明
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
考
究
し
た
い
と
思
う
。

い
ず
れ

に
し
て
も

「
峨
山
假
名
法
語
」
は
、
峨
山
派
の
人
々
の
間
に
傳
爲
し
て

き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
剣
り
、
右
の
識
語
に
よ
つ
て
、
こ
の
文
庫
本

が
、
「峨
山
假
名
法
語
」
の
現
存
爲
本
と
し
て
は
、
最
古
の
も

の
で
あ

る
こ
と
も
知
り
得
た
。
さ
れ
ば
文
庫
本
は
、
成
立
當
初
に
近
接
し
た
時

代
の
唯

一
の
現
存
古
爲
本
で
あ
る
か
ら
、
爲
本

の

「
峨
山
假
名
法
語
」

と
し
て
の
時
代
的
債
値
の
高
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
 
結
語

と
も
か
く
以
上
の
考
讃
に
よ
つ
て
、
成
筈
堂

文
庫
所
藏

の
爲
本

の

『峨
山
假
名
法
語
』
三
篇
が
、
室
町
中
期
す
な
わ
ち
十
五
世
紀
の
中
葉

に
、
峨
山
揮
師
七
世
の
法
孫
、
揮
林
和
尚
に
よ
り
、
白
雲
寺
に
お
い
て

謄
爲
さ
れ
た
傳
承
系
統
の
確
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
釧
る
。
實
に
こ

の
文
庫
本
は
、
『
峨
山
假
名
法
語
』

の
現
存
古
爲
本
中
、
最
古

の
も
の

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
歴
史
的

・
書
誌
學
的
の
債
値
高
き
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
巷
間
、
從
來

の

『
峨
山
假
名
法
語
』
に
封
し

て
、
眞
儒
を
疑
う
も
の
が
存
す
る
が
、
し
か
し

い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、

傳
承
過
程
が
明
ら
か
で
あ

つ
て
、
歴
史
的
債
値
高

い
書
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
『
峨
山
假
名
法
語
』
の
傳
承
に
關
す
る
書
誌
學
的
債
値

も
、

こ
の
文
庫
本
の
出
現
に
よ
つ
て
、
さ
ら
に
高
め
ら
れ
、
か
つ
確
實
性
を

増
大
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
つ
て
こ
れ
が
曹
洞
宗
學
思

想
史
上
、
洵
に
貴
重
な
古
爲
本
で
あ
る
と
同
時
に
、
わ
が
國
語
史
の
資
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料
と
し
て
も
、
債
値
の
あ
る
こ
と
炉
認
め
ら
れ
る
。
峨
山
琿
師
の
六
百

同
遠
忌
に
際
し
て
、
か
か
る
貴
重
本
が
出
現
し
た
こ
と
は
、
何
か
の
奇

縁
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

思
う
に
、
從
來
學
者
間
に
は
、
漢
文
を
も
つ
て
書
か
れ
た
典
籍
が
尊

重
さ
れ
、
和
文
を
も
つ
て
書
か
れ
た
佛
教
書
す
な
わ
ち

「假
名
法
語
」

は
、
佛
教

の
典
籍
の
中
で
は
、
從
属
的
な
地
位
し
か
與
え
ら
れ
て
い
な

(
1
2
)

か
つ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
佛
敬
こ
と
に
輝
の
民
衆
敏
育
と
い
う
覗

貼
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
特
に
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。
幸

い
最
近
に
お
い
て
は
、
特
に

「假
名
法
語
」
の
重
要
性
が
、
宗
教
界
・文

學
界
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

日
本
宗
教
の
近
代
性
、
佛
敏
文
學
の
猫

(
1
3
)

自
性
と
い
う
立
場
か
ら
、
高
く
評
債
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
當
時
の

「
假
名
法
語
」
と
稻
す
る

一
連

の
文
髄
も
、
現
代
の
人
々
に
と
つ
て
は
、
理
解

の
困
難
な
も
の
と
な
つ

て
し
ま
つ
た
。
し
か
し
漢
文
髄
よ
り
は
、

一
般
的
に
平
易
に
し
て
、
か

っ
親
し
み
易
く
、
理
解
し
よ
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
れ
ば
過

去
の
時
代

に
お
い
て
も
つ
て
い
た
そ
の
進
歩
的
性
格
は
、
決
し
て
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
が
國
で

「
假
名
法
語
」
が
獲
生
し
た
こ
と

は
、
恰
も
か
の
近
世
西
洋
の
宗
教
改
革
者
た
ち
が
、
民
衆
の
言
葉
を
も

つ
て
宗
教
書
を
著
わ
し
た
こ
と
や
、
あ
る
い
は
東
洋
に
お
い
て
も
、
中

國
中
世
の
揮
僧
が
俗
語
を
も
つ
て
揮
を
語
り
、

ヒ
ン
ズ
ー
敢
の
民
衆
的

宗
敏
家
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
や
め
て
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
や
、

タ
ミ
ー

(
1
4
)

ル
語
で
紳

々
を
讃
嘆
し
た
歴
史
的
現
象
に
も
比
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
て
今
後
は
、
從
來
の

「假
名
法
語
」
を
國
語
學
的
、
宗
教
的
立

場
よ
り
現
代
語
課
し
、
も
つ
て
現
代
に
再
認
識
す
る
と
共
に
、
強
く
將

來
に
伸
長
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
假
名
法
語
な
る
も
の
の
今
日
的
意
義
が

存
す
る
と
思
う
。

こ
の

『峨
山
假
名
法
語
』
は
、
今
よ
り
六
百
鯨
年
以

前
の
古
い
言
葉
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
古

い
言
葉
の

一
つ

一
つ
が
現
代

の
思
想

・
生
活
な
ど
と
相
互
に
か
ら
み
あ
い
、
關
係
し
あ
い
、
融
け
あ

つ
て
今
日
に
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば

從
來
の

『
峨
山
假
名
法
語
』
三
篇
、

こ
の
文
庫
本
の
假
名
法
語
三
篇
、

『
山
雲
海
月
』
(潭
師
の
著
、
漢
文
髄
で
語
録
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
が
、

(1
5
)

む
し
ろ
法
語
的
性
格

の
書

で
あ
る
)
、
あ

る

い
は

繹

師

生

涯

の

事

蹟

な

ど

は
、
・曹

洞

輝

の
近

代

性
 
(
人
間
性

・
合

理
性

・
實
讃
性

・
自
己
探
求

・
肚
會

性
な
ど
)
 お

よ

び
宗

團

の
近

代

化
 
(
人
材
の
養

成

・
寺
院

の
振
興

・
大
衆

の

敢
化
な
ど
)
 と

い
う

課

題

へ
の
、

意

味

深

い
指

針

を

與

え

て

く

れ

る

と

思

う
。

か

か

る
観

鮎

よ

り

す

れ

ば
、

新

資

料

の
文

庫

本

『
峨

山

假

名

法

語

』

は
、

實

に
明

日

へ
の

「
新

し

い
宗

團

づ

く

り
」

の
基
礎

的

資

糧

の

一
つ
と

な

つ
て

い

る

こ
と

も

知

ら

れ

よ

う
。

1
 

こ
の
た
び
興
潭
寺
所
藏

の
過
去
帳

に
よ
り
、

愚
月
光
和
爾

と
は
、
亀
光

和
爾

の
こ
と
で
あ
り
、

そ

の
示
寂

の
年

月
日
に

つ
い
て
も
剣
明

し
た
。

な

お
能
登
如
意
庵
輪
住
帳
に
よ
れ
ば
、

寛
文
六
年
 
(
一
六
六
六
)
 八
月
十

二

日
、

同
庵

に
輪
住

し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
小
間
氏
所
藏
本

は
、
第

一
紙
に

「
常
住
、

諸
嶽
山
総
持
輝
寺
、

什
物
」
と
三
行
に
記

し
、
眞
中

に

三
寳
朱
印
 
(
四
角
)
 が
押

し

て
あ
る
。

第
三
十

一
紙
に
は

「
奉
寄
附
法
語

新
資
料

・
峨
山
詔
碩
輝
師

の

『
假
名
法
語
』

に
つ
い
て
 
(
田

島
)
 

二
七
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新
資
料

・
峨
山
詔
碩
繹
師

の

『
假
名
法
語
』
に

つ
い
て
 
(
田

島
)
 

二
八

一
冊
箱
倶
置
鷹
、

維
時
寛
文

六
丙
午

冬
 
十
月
廿
糞

と
二
行

に
書

き
、

年
號

の
上
に
三
寳
朱
印

が
押

し

て
あ
る
。

ま
た
第
三
十
二
紙

に
は

「
前
永

平
兼
総
持
後
永
浬

二
百
四
十
世
、

今
尾
州
津

島
興
揮
現
住
十

三
世
、

愚
月

光
比
丘
欽
書
之
」
〔
花

押
〕
と
三
行
に
書
き
、

前
二
行

の
上
に
三
寳
朱
印

を

押

し
、
比
丘
の
字

の
上

に
○
印

が
押
捺

し
て
あ
る
。

2
 
以
下
は
、
『
新
纂

潭
籍
目
録
』
、
『
國
書
総
目
録
』
第

一
・
二
巻

参
照
。

3
 
拙
著

『
総
持

二
祀
峨
山
紹
碩
繹
師
』

に
は
、

こ
の
刊
行

を

『
峨
山
假
名

法
語
』

上
梓

の
噛
矢

と
記

し
た
が
、

こ
の
た

び
前
記

の
萬
治
二
年
版

『
道

元
假
名
法
語
』

を
入
手

し
、

こ
の
刊
行

は
第
三
同
目

で
あ
る

こ
と
が
到
明

し
た
。

こ
こ
に
訂
正

し
て
お
く
。

4
 

し
か
し
第

二
篇

に
は
、
返

り
鮎
、

迭
り
假
名

は
付
さ

れ
て
い
な

い
。

た

だ

し
次
に
述

べ
る
朱

の
○
印

は
、

第
二
編

の
み
に
記

し
て
あ

る
。

5
 
中
國
に
お
け
る
正
偏

五
位

の
説
に
は
、
洞
曹

五
位
 
(
正
中
偏

・偏
中
正

・

正
中
來

・
偏
中
正

・
兼
中
到
)
、
粉
陽
五
位
 
(
正

中
來

・
正
中

偏

偏
中

正

・
兼
申
至

・
兼
中
到
)
、
石
霜
五
位
 
(
正
中
偏

・
偏

中

正

正

中

來

兼
中
至

・
兼
申
到
)
 の
主

種
が
あ
る
。

峨
山
輝
師
は
、
右

の
中

の
扮
陽

石
霜

の
五
位

を

一
諸
に
説
示
さ

れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

6

・
7
 
湯
澤
幸
吉
郎
博
士

『
室
町
時
代

の
言
語
研
究
』
、
壽
岳

章
子
氏

『
抄

物
と
は
』
(
『
國
語
學
』
第
二

〇
集
)
、
同

「
抄
物
」
解
論

(
國

語

學

會

編

『
國
語
學
辮
典
』
)
、
同

「
抄
物

の
會
話
文

漢
書
抄
に
よ
る

」
(
『
國
語

學
』
第

二
八
集
)
、
壽
岳
章
子

・
樺
島
忠
夫
爾
氏

「
抄
物
語
彙

研

究

の
意

義

と
方
法
」
(
『
國
語
學
』
第

四
五
集
)
、
壽
岳
章
子
氏

「
抄
物

の
文
構

造
」

(
『
文
學

・
語

學
』
第
三
三
號

)
 な
ど
。

8
 
以
上
は
、

外
山
映
次
氏

「
足
利
學
校
藏
、

人
天
眼
目
抄

と
そ

の
國
語
」

(
『
國
語
と
國
文

學
』
第
三

七
巻
第

一
二
號
)
、
同

「
洞
門
抄
物
に
見
え
る

助
動
詞

「
ヨ
ウ
」
に

つ
い
て
」
(
『
國
語
學
』
第

四
六
集
)
、
金
田
弘
氏

「
東

國
語
脈

で
書
か
れ
た
抄
物
二

・
三

江
戸
初
期
東
國
方
言
研
究
資
料

」

(
『
國
語
學
』
第
二
〇
集
)
、
同

「
常
牧
院
藏
、

碧
岩
大
室
抄

に
つ
い
て
」

(
『
國
語
學
』
第
五
四
集
)
、
同

「
洞
門
抄
物
、

報
恩
録
」
(
『
文
學

語
學
』

第

三
三
號
)
、
同

「
不
出
戸
な
る
洞

門
抄

物
」
(
『
近
代
語

研
究
』
第

一
集
)
、

遠
藤
嘉
基
博
士
・
壽
岳
章
子
氏

「
抄
物
目
録
GD

・
」

(
『
國
語
國
文
』
第

二

二
巻
第

一
〇
號
、

第

二
四
巻
第

一
號
)
、
池
上
禎
造
氏

「
妙
績

大

師
語

録

の
抄

江
戸
時
代
初
期
東
國
文
鰍

」
(
『
國
語
國
文
』
第
二
四
巻
第

一
一

號
)
、
『
新
纂
輝
籍

目
録
』
、慶
慮
大
學
斯
道
文
庫
編

『
江
戸
時
代
書

林
出
版

書
籍
目
録
集

成
』
な
ど
参
照
。

9
 

そ

の
他
、
『
大
慧
普
毘
繹
師
書
砂
』
、
『
無
門
關
抄
』
、『
碧
巖
集
砂
』
、『
潭

林
類
聚
撮
要
紗
』
、
『
人
天
眼
目
砂
』
、
『
大
智
繹
師
偶
頒
砂
』
、
『
永
平
元
琿

師
語
録
抄
』
、
『
鐵
外
和
尚
代
鋤
』
、
『
鐵
外
和
尚
再
吟
』
、
『
妙
績
大
師
語
録

抄
』
、
『
報
恩
録
』
、
『
不
出
戸
』
(
巻
数

・
抄

者

・
編
刊
年

・
所

藏

者

な

ど

な
、
煩

わ
し
い
の
で
省
略
す
る
)
 な
ど
が
あ
る
。

10

6

・
7

・
8
参
照
。

11
 

拙
著

『
総
持

二
祀
峨
山
詔
碩
繹
師
』
(
「
第

一
章
、

高
租

の
遺
風

追
慕
」
)

参
照
。

12
 

中
村
元
博

士
は
、

こ
の
よ
う
な
便
値
評
慣
を
排
除

し
た

い
と
い
う
意
味

で
、

「
假
名
法
語

」
と
い
う
呼
構
を
、

「
カ
ナ

モ
ジ
佛
敢
書
」
ま
た
は

「
カ

ナ
ガ
キ
佛
敢
書
」

と
呼

ん
で
お
ら
れ

る
。
同
博
士

「
カ
ナ
ガ
キ
佛
敏
書

展
望
」
(
『
日
本
宗
敢

の
近
代
性
』

〔中
村
元
選
集
第

八
巻
〕
第
三
編
)
。

13
 

中
村

元
博

士
前
掲
書
、

玉
城
康
四
郎
博

士

「
ル
ネ

ッ
サ

ン
ス
と
宗
敢

の
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近

代
化
」
(
中
村
博
士
前
掲
書
附
録
)
、
藤
村
作
博
士
編

『
増
補
改
訂
日
本

文
學
大
餅
典
』
第
六
巻

「
法
語
」
、
久
松
潜

一
博
士
編

『
改
訂

新

版

日

本

文
學
史
』
中
世

「
法
語
」
、
宮
坂
宥
勝
博
士

『
假

名

法

語

集
』
解
説
 
(
日

本
古
典
文
學
大
系
第
八
三
巻
)
、
中
村
博
士

「
同
集

の
書
評
と
紹
介
」
(『
鈴

木
學
術
財
團
研
究
年
報
』
第

一
巻
)
 唐
木
順
三
氏

『
佛
敏
文
學
集
』
解
説

(
古
典

日
本
文
學
全
集
第

一
五
巻
)
、
東
京
大
學
中
世
文
學

研
究
會
編

『
中

世
文
學
研
究
入
門
』
「
法
語
」

な
ど
。

14
 

中
村
博
士
前
掲
書
。

15
 

拙
著

『
総
持

二
.祀
峨
山
詔
碩
輝
師
』
(
「第

二
章
、

著

書

と
輝

風
」
)
 参

照
。

【
附
記
】

こ
の
新
資
料

の

『
峨
山
儂
名
法
語
』

は
、
拙
著

の
出
版
後

に
研

究
調
査
す

る
こ
と
が

で
き
た

の
で
、
遺
憾

な
が
ら
同
書

に
は
牧
録

さ
れ

て
い
な
い
。

い
ず
れ
改
訂
増
補
の
際

に
、
牧
載

し
た
い
と
思
う
。

な
お

こ
の
研
究
に
當
り
、
種

々
便
宜
を
與

え
ら
れ
、
何

か
と
御
協
力

を
賜

わ

つ
た
宮
内
廉
書
陵
部
、

お
茶
の
水
圖
書
館
、

大
東
急
文
庫
、

駒
澤
大
學

圖
書
館
、

愛
知
縣

興
繹
寺
、

東
京
山
田
忠
雄
先
生
等

の
各
位

に
封

し
、

深
甚

の
謝

意
を
表
す
る
。

新
資
料
。
峨
山
詔
碩
揮
師

の

『
假
名

法
語
』

に

つ
い

て
 (
田

島
)
 

二
九

-483-


